
業績表彰応募用紙(団体)

所属

職名

氏名

■ ■ □ □ □ □

市長公室広報広聴課

課長

大垣 弥生

推薦者広報広聴課プロモーション係

発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献 その他 （　　　　　　　　　　　　　）

取組を表す図や表、写真、成果物など内容
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その他
参考事項

項目
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した点
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団体名
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行
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業績表彰応募用紙(団体)

所属

職名

氏名

□ ■ ■ □ □ □評価事業種別

取組概要

取組効果

創意・工夫
した点

表彰対象
団体名

標題

推薦理由

その他
参考事項

項目

本市の伝統のある一大イベントである「いこまどんどこまつり」を継続していくために、
新たな実施体制の構築とまつりの形として作り上げることが出来たこと

・友好都市交流事業として「敦賀市・上北山村・南あわじ市」が参加し物産販売を開催
・うちわ、花火の協賛金・・2,138,000円 (花火49事業者他・うちわ22事業者他)
・ボランティア・・13人(高校生11人・大人2人)
・どんどこまつり総来場者数・・まつり会場27,500人、納涼花火20,000人
・翌日6日(日)に「あとのまつり」を開催
・事業計画課「100円でバスに乗ろう」企画と同日開催他

【イベント会場】　どんどこまつり実行委員会及びどんどこまつり生駒駅前実行委員会主催
日時:　8月5日(土)　12時～20時
場所: たけまるホール・市役所東側駐車場・東新町児童公園・コミュニティセンター・市民活動
推進センター「ららポート」・ぴっくり通り商店街・ベルテラスいこまベルステージ
【納涼花火】　２０時～２０時15分
むかいやま公園、総合公園体育協会S.Cグラウンド、高山竹林園の市内3か所

駅前中心とした複数会場で実施することで、生駒駅前周辺の公共空間が一体となってにぎわ
いを創出。また、人を分散させることで混雑を緩和させると共にボランティアや事業者の協力
により、大幅に事業費を削減や既存事業(ららまつり・いこマーケット)とタイアップすることで相
乗効果を生み出す等、これまで同様以上の賑わいを創出し新しい「どんどこまつり」の形を作
り上げることができた。

・駅前周辺を一体化となって賑わいを創出するため、市役所東側駐車場、東新町児童公園、
コミュニティセンターも会場として設定し新たな公共空間の活用
・各会場のスタート時間をずらし、人の流れの管理し、各会場の混雑を緩和
・うちわや花火の協賛を募るだけでなく、ボランティアの募集を再開する他、各種団体、民間事
業者との協働により実行委員会として機能を持たせる
・市内自治会の夏祭りや既存事業とのタイアップによる相乗効果

地域活力創生部　地域コミュニティ推進課

課長　

梅谷　信行

(新)　いこまどんどこまつり

推薦者
地域活力創生部　地域コミュニティ推進課

発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献 その他 （　　　　　　　　　　　　　）

取組を表す図や表、写真、成果物など内容
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業績表彰応募用紙(団体)

所属

職名

氏名

□ ■ □ □ □ □

地域活力創生部　地域コミュニティ推進課

課長　

梅谷　信行

生駒市移動販売等導入支援事業　～近所で買い物・気軽にお出かけ・つながる地域のWA～

推薦者地域活力創生部　地域コミュニティ推進課

発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献 その他 （　　　　　　　　　　　　　）

取組を表す図や表、写真、成果物など内容

推薦理由

その他
参考事項

項目

地縁組織の再生及び持続可能なコミュニティづくりに繋がる新たな自治会の支援策と
して事業展開しているため

【登録事業者の内訳等】　飲食食材、日用品販売に限定せず、広く出張型サービスの提供者であれば
一部例外を除いて登録可
飲食・食材提供（キッチンカー事業者、飲食物提供　等）…８
衣類・日用品（衣類ブランド、近商ストア）…２　出張型サービス（ヨガ、珈琲・スイーツ販売　等）…５
事業者ネットワーク（キッチンカー等の仲介事業者）…２　その他（介護の相談、運動指導　等）…２

複合型コミュニティ「まちのえき」づくりをはじめ自治会が取り組む活動の支援として、地域での
買い物・見守り支援、地域のにぎわいづくり等に協力する事業者・団体等を「生駒市移動販売
等支援パートナーズ」として登録し、事業を計画する自治会とパートナーズとを市が仲介し、地
域での事業実施につなげる事業としてとして令和５年度から進めている。

地域が抱える課題でもある担い手不足や若い世代の自治会離れ、人間関係の希薄化等を解
決すべく、民間事業者等外部から支援することで課題解決に繋げると共に、地域での買い物・
見守り支援、地域のにぎわいづくり、地域内に外出機会を創出し、地域で顔の見える関係の
構築等、持続可能なコミュニティづくりの一助となる。
【令和５年度11月末現在実績】　パートナーズ事業者数・・１９事業者　　マッチング件数22件

・令和３年にコロナ禍での支援策として１２７自治会を対象にアンケートを実施しニーズ調査
・地域への移動販売のニーズ把握の為白庭台・ひかりが丘自治会を対象に実証事業を実施
・自治会の活動を応援する事業者を広報誌等で募集。「生駒市移動販売等支援パートナー
ズ」として登録し、登録証、のぼりを貸与し事業者として広く周知
・同事業の仕組み等を自治会回覧や自治連合会全体集会、市政研修会で説明し活用してい
ただけるように周知

評価事業種別

取組概要

取組効果

創意・工夫
した点

表彰対象
団体名

標題

花王グループ【いきいき講

座】

㈱赤ちゃん本舗【キッズ用品販

売】

㈱ヤサカ宅配センター【健康測

定】

いこま応援マルシェ【キッチン

カー】
近商ストアー「とくし丸」【食品等の販

売】

高橋商店【食品・食材】

その他 【運動支援】

阪急百貨店【スイーツ販

売】

3



業績表彰応募用紙(団体)

所属

職名

氏名

■ ■ ■ □ □ □評価事業種別

取組概要

取組効果

創意・工夫
した点

表彰対象
団体名

標題

推薦理由

その他
参考事項

項目

・今回の取組はいこま市民パワーのほか、奈良先端大、市民エネルギー生駒、TJグ
ループホールディングス、対象地域自治会など多様な主体と協働・連携して実施する
ため。
・脱炭素先行地域選定を機に、これまで進めてきた環境モデル都市、SDGs未来都
市、カーボンニュートラル宣言を行った本市の取組をさらに加速させ、より多くの市民
や事業者等の協力を得て、協働・連携した取り組みを進めていくためのきっかけとす
るため。

【脱炭素先行地域選定時における国の評価委員会コメント】
取組対象の自治会を公募により選定することは合意形成手法として独自性が認めら
れ、住民の積極的参加モデルとして評価。公募プロセスを継続することで、更なる横
展開が図ることができると期待。

【選定後におけるメディア掲載等（他地域への展開に関する取組）】
寄稿（地域活性化センター等）、他自治体視察問い合わせ（鳥取県、松江市、和泉市、
米沢市等）、講演依頼（三重県等）

・令和5年4月、2030年度までに家庭など民生部門の電力消費に伴う二酸化炭素排出
の実質ゼロを目指す「脱炭素先行地域」に国から選定（選定当時全国で62件、県内12
市では初。）
・公共施設や集会所等の民間施設、各家庭に再エネ設備を最大限導入し、いこま市
民パワー㈱の電源として地産地消を促進するとともに、地域住民の交流拠点「複合型
コミュニティ」の活性化により、省エネ型ライフスタイルの促進を図る。

いこま市民パワーによる再エネ電力の供給や電力事業を通じたまちづくりと、「複合型
コミュニティ」によるまちづくりの組み合わせによる相乗効果で、「地域の脱炭素化」と
「住宅都市の活性化」を効果的に促進し、新たな脱ベッドタウンモデルの創出と市内外
への波及を目指す。

市民満足度調査では、「低炭素・循環型社会」施策の重要性が医療や防災等より低
く、環境活動等への理解を得ることが課題である。このため、多くの市民を巻き込むに
は環境を前面に出すのでなく、市民ニーズや地域課題に対応し、結果的に環境負荷
を減らす取組となる複合型コミュニティづくりと連携した取組が効果的であると考え、全
自治会を対象に公募を実施した。公募による対象地域の募集は全国的にも前例がな
く、国からもその独自性が評価されている。

地域活力創生部SDGｓ推進課

課長

金子　雅文

住宅地公募モデルとしては全国初！国の「脱炭素先行地域」選定

推薦者地域活力創生部　SDGｓ推進課

発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献 その他 （　　　　　　　　　　　　　）

取組を表す図や表、写真、成果物など内容

【脱炭素先行地域選定授与式の様子（Ｒ５．６．７）】

【取組の概要スキーム図】

4



業績表彰応募用紙(団体)

所属

職名

氏名

□ ■ □ □ □ □

表彰対象
団体名 市民部　人権施策課 推薦者

市民部

部長

中谷　正之

標題 地域住民ボランティアとの協働による外国人住民のための日本語教室の開催

評価事業種別 発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献 その他 （　　　　　　　　　　　　　）

取組を表す図や表、写真、成果物など

取組概要

人権施策課では、日常生活で日本語に困っている外国人住民等を対象として、市内２か所（は
ばたき教室・図書会館教室）で週２回日本語教室を開催しています。
教室は、地域住民の支援ボランティアの皆さんと学習者によるマンツーマン形式で、会話や読
み書きなど生活に必要な日本語を学習しています。

取組効果

本市の日本語教室は、「日本語を学べる場所」という本来の日本語教室の役割に加え、参加
者同志が交流し、互いに理解を深め合う場所としての役割も担っています。
現在、はばたき教室では30名、図書会館教室では16名が学習しており、61名が支援ボラン
ティアとして登録しています。
日本語教室に集う外国人住民の方々が、地域社会の一員としての自覚を持ちながら地域とつ
ながることで、居場所を見つけ社会的孤立を防ぐことにも寄与しています。

創意・工夫
した点

教室は、コロナ禍による３年間の休講期間を経て、本年９月から再開しました。
再開にあたり、長期間休講状態であった教室運営を円滑に進めるため、各教室にコーディ
ネーターを配置しました。
また、様々な生活環境にある学習希望者の選択肢を広げ、より利用しやすい環境にするた
め、従来は２教室とも夜間に開催していたものを、図書会館教室は週末の日中開催に変更
し、新たな学習者層へのアウトリーチが可能になりました。

推薦理由

県内でも数少ないマンツーマン形式での日本語学習を市主催で行っており、それぞれの学習
者のレベルとニーズに合ったマッチングを行うなど、きめ細やかな支援をしています。
また、教室には奈良先端大の留学生やその家族も数多く参加しており、先端大との連携も同
時に行っています。

その他
参考事項

項目 内容
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業績表彰応募用紙(団体)

所属

職名

氏名

□ ■ ■ □ □ □評価事業種別

取組概要

取組効果

創意・工夫
した点

表彰対象
団体名

標題

推薦理由

その他
参考事項

項目

食品ロス削減によって環境を保全し、食料の支援を通じた問題の解消につながる新た
な取り組みを企画・実行し、その認知拡大のための効果的なメディア活用や、市民や企
業とのコミュニケーションを活性化させた実績は評価に値し、多様な主体との協創に
よって市民のニーズに応えたこれらの具体的な取り組みは、生駒市役所が担う役割を
よく理解したものである。

用語説明：フードドライブ
フードドライブは、食品ロス削減によって一般廃棄物排出量の減量や処理費用の削
減、支援を通じた貧困問題の解消を目的とし、余っている食品を集めて食料の支援を
必要とする人に寄付をする活動。地方自治体自らがフードドライブを実施することで、
地域住民の食品ロスへの関心を高められるほか、フードドライブ活動への参加の後押
しにもつながる。

食品ロスの削減を目的に、昨年度までは、たけまるホール（毎週木曜午前）、市役所環
境保全課窓口（開庁時間内）で食品を集めていたが、より多くの市民が参加できるよ
う、小学校、市内11郵便局、他課主催イベントとのコラボレーションで実施機会を新た
に創出。また、これらの取り組みについて、新聞やSNS等のメディアを通じた情報発信
を積極的に行った結果、市民の食品ロスへの関心を高め、フードドライブ活動への参
加の後押しにつながった。

前年同期比で約6倍の食品点数を回収し、生駒市社会福祉協議会、たわわ食堂、フー
ドバンク奈良に引き渡した（令和4年4～12月：700点，令和5年4～12月：4,023点）。
【新たに実施したフードドライブ（予定含む）】
真弓小学校、鹿ノ台小学校、いこま寿大学、市内11郵便局、地域共生サミットプレイベ
ント「地域共生社会って何だろう？」、くらしのブンカサイ、ケアリンピック

新たな実施機会を創出し、新聞やSNS等のメディアを通じてこれらの取り組みが多くの
人々に伝えられた結果、市役所への問い合わせも増加し、期限の迫った災害備蓄品
の持ち込み等、過去に例のない食品回収につながる効果も感じられた（ex.真弓小：
10/25読売新聞）。
郵便局（日本郵便）イベントでは、当市の取り組みに共感したかんぽ生命も協賛し、日
本郵政グループとして初のコラボフードドライブ企画を当市で実施することになった。

市民部

部長

中谷　正之　

回収食品点数が６倍に爆増！　フードドライブの裾野拡大と積極的な情報発信

推薦者市民部　環境保全課

発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献 その他 （　　　　　　　　　　　　　）

取組を表す図や表、写真、成果物など内容

協賛 場所の貸出し

郵便局deフードドライブ

【児童発信】真弓小学校deフードドライブ

【他課との連携】「地域共生社会って

何だろう？」の啓発ブース

真弓小を取り上げてくれた

読売新聞（10/25）

フードバンク奈良への持ち込み

生駒市社会福祉協議会への持ち込み
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業績表彰応募用紙(団体)

所属

職名

氏名

□ □ ■ □ ■ □評価事業種別

取組概要

取組効果

創意・工夫
した点

表彰対象
団体名

標題

推薦理由

その他
参考事項

項目

「いこまる相談窓口」や「かさねるいこま」といった柔らかく地域の方々にも馴染みやすい表現
を用いて、既存のイベントにかさねるいこまのブースを出し、「まちのえき」でリーフレットを配り
地域の方々と顔の見える関係づくりに努めるなど広く周知を行うことで、SOSの発信が苦手な
方にもつながることができるよう相談のハードルを下げた。また、「支援のはざま」となっている
方に直接支援を行うことで、誰しもを支援できる仕組みが構築できた。

福祉というのは煌びやかで華やかな事業ではない。一人ひとりの困りごとに対し真摯に向き合
うことの積み重ねである。複合的な困り事が増えてくる中、担当者一人が向き合うことに限界
があることから、一人ひとりの困りごとに対し、このような行政・地域・市民一人ひとりが協働し
支え合う仕組みを「かさねて」いくことで「誰ひとり取り残さない」生駒市のネットワークができる
と考える。

「どこに相談したらよいか分からない」「こんなこと相談してもいいのかな」という悩みを解消す
るため、既存の相談支援事業所の協力のもと、どのような相談でも丸ごと受け止める「いこま

る相談窓口」の取組を市内23か所で実施。福祉政策課にいこまる主任推進員
*
を含む重層推

進チームを結成し、支援担当者への支援するとともに、支援の「はざま」となっている方に対し
て直接的な支援を行うことで、「誰ひとり取り残さない」体制づくりを進めている。

いこまる相談窓口には開始5か月で34件の相談があり、必要な助言を行い適切な機関へつな
いでいる。また、福祉政策課で支援担当者への支援を行うことで、相談を受けた相談支援機
関の支援者がひとりで抱え込むことなく安心して相談支援を行えるようになったとの声もある。
さらに、今まで「支援のはざま」となって支援を受けられなかった方に対し、重層推進チームが
直接的な支援を行うことで、必要な支援を供給することができた。

既存の各分野の相談窓口で分野外の相談を受け止めてもらうことについて、窓口職員が負担
と感じないように丁寧に対話を重ね、取組の実施に至った。また、「重層的支援体制整備事
業」という馴染みにくい名称を「かさねるいこま」とし、事業の内容を分かりやすく周知啓発する
ことで、行政職員だけでなく福祉事業所や地域の方々にも知っていただけるきっかけとなっ
た。

福祉健康部

部長

吉村智恵

重層的支援体制整備（かさねるいこま）～誰ひとり取り残さない体制づくり～

推薦者福祉政策課

発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献 その他 （　　　　　　　　　　　　　）

取組を表す図や表、写真、成果物など内容

▲いこまる相談窓口

▲かさねるいこま

▲いこまる相談会

▲重層的支援とは

*いこまる主任推進員・・・支援担当者への支援としてアドバイスや他支援機関とのつなぎを行うとともに、多機関

での検討が必要な事例を重層的支援会議で検討できるよう支援する役割をもつ。

会計年度任用職員として福祉政策課に2名配置。

★いこまる相談窓口・・・庁内７課、委託１６機関の協力のもと、

「どのような相談でも丸ごと受け止める」取組を開始。

必要に応じて適切な機関に「つなぎきる」ことを意識

して実施。各機関に目印としてロゴを掲示している。

★かさねるいこま・・相談支援・参加支援・地域づくりの各事業を

「かさねる」こと、分野を越えた支援を「かさねる」こと、

公的支援と民間事業者や地域等の支援を「かさねる」こと

を意味している。

★いこまる相談会・・・相談のきっかけづくりとして月１回第３

火曜日に対面とオンラインの相談を隔月で実施。４日

前までの予約制とすることで、それぞれの悩みに対応

できる職員が相談を受け、必要な機関につないでいる。

★重層的支援体制整備事業・・・介護、障がい、子育て、生活困窮

といった分野別の相談体制では解決に結びつかないような

「くらしの困りごと」に対応するため、市全体で包括的な支援

体制を整備する事業。

▲おでかけいこま

★おでかけいこま・・・市民が「集いの場」を簡単に検索できるよう

に、市内で定期的に実施されている活動の所在地・サー

ビスを地図上にまとめた WEB サイトを作成。
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業績表彰応募用紙(団体)
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業績表彰応募用紙(団体)

所属

職名

氏名

□ ■ ■ □ □ □評価事業種別

取組概要

取組効果

創意・工夫
した点

表彰対象
団体名

標題

推薦理由

その他
参考事項

項目

　ワーキングメンバーの医療・介護従事者と何度も協議を重ねたことにより、人生の最
終段階における医療に関わる医療・介護従事者の目線や、実際に介護を受けている市
民の思いも盛り込んだ生駒市オリジナルのエンディングノートができあがったため。

　人生会議（ACP（アドバンス・ケア・プランニング））の普及啓発を目的に、人生の最終
段階における医療やケアについて事前に考え、繰り返し話し合い、共有するためのツー
ルであるエンディングノートを市内の医療・介護従事者の参画を得たワーキンググルー
プと在宅医療介護推進部会員により作成した。

◇市民に対して
　人生の最終段階において約7割の人が医療やケアについて自分で決めたり、望みを
伝えられないと言われていますが、本ノートを活用し自分の意思を示し共有することで、
自らが希望する医療やケアの提供が期待される。

◇医療介護従事者に対して
　市内の専門職が共通で使えるノートがあることで、ACPに対して共通の理解がされ、
質の高いサービスの提供が行える。

(1) 市内の医療・介護従事者が集まって意見を交わし作成したことで、現場を知る専門
職が本人や家族の気持ちの変化や、必要とするケアを踏まえて作成できたこと
(2) 本人とコミュニケーションを取りやすいように医療ケアに関する希望を自由記載にし
たこと
(3) 市民に手に取ってもらいやすく、ノートを知ってもらえるよう、冊子のタイトルを広報
紙、SNS、市役所ロビーを使って市民投票により決定したこと

福祉健康部

部長

吉村智恵

人生会議（ACP）の普及事業　～エンディングノートの作成～

推薦者地域医療課

発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献 その他 （　　　　　　　　　　　　　）

取組を表す図や表、写真、成果物など内容
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業績表彰応募用紙(個人)

所属

職名

氏名

□ □ ■ □ □ □

上下水道部

部長

岸田　靖司

標題 若手技術職員と前職の経験をシェア！！！

表彰
対象者

所属

職名

氏名

上下水道部下水道課工務係

主査

本多　輝明

推薦者

取組概要 契約検査課主催の技術職員研修会の講師を務め、前職での経験や他自治体の職員
の取組を、若手技術職員とシェアされました。

取組効果 前職での経験に基づく講話により、若手技術職員の知識を深めた。

創意・工夫
した点

自身の経験だけにとどまらず、他自治体の同世代（若手）の職員がどのような意識で
業務に携わっているか、どのような取り組みをしているかを発信し、意識改革・業務改
革に役立ててもらえるように創意・工夫された。

推薦理由 本市入庁１年目であるが、他自治体での技術職員としての職務経験を、若い世代へ
伝え意識改革や技術の継承に役立ててくれました。

その他
参考事項

受講者のコメント
・貴重な話で、身が引き締まる思いだった。
・実際の経験を共有してもらい今後注意すべきことが学べいい機会になった。
・一つ一つの工事工程の大切さを感じた。
・工事の大変さを改めて感じることができた。

（　　　　　　　　　　　）その他

項目 内容 取組を表す図や表、写真、成果物など

該当事業種別 発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献
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業績表彰応募用紙(団体)

所属

職名

氏名

□ □ □ □ □ ■

上下水道部

部長

岸田　靖司

応急給水設備整備事業・応急給水対策事業

推薦者上下水道部（上水道部門）

発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献 その他 （災害対策の充実）

取組を表す図や表、写真、成果物など内容

推薦理由

その他
参考事項

項目

水道は市民生活を支える重要なライフラインであり、災害時や断水時に備えた取組を
継続して行っているため。

災害時や断水時の飲料水確保のため、地元住民の協力を得て容易に給水活動がで
きるような取組を行っている。
①真弓配水場に緊急遮断弁及び応急給水設備を設置
応急給水設備は５箇所目。今後も継続して設置していく。
②受水槽のない避難所７箇所に組立式給水タンクを設置
③令和4年3月に購入した2.7tの給水車を用いた給水訓練
日本水道協会奈良県支部及び関西地方支部合同防災訓練・水道事業での給水訓練

災害時や断水時に迅速・効率的に給水できる。

①緊急遮断弁は水道管の破損時に配水池からの水道水流出による二次災害を防ぐ
効果がある。
②地元住民でも手軽に運べるような軽量なもの、かつ耐久性のあるものを配備した。
③本市で一番容量のある給水車であり、他の自治体への応援給水の際には大量の
水を一度に運搬できるため、有効かつ効果的である。

評価事業種別

取組概要

取組効果

創意・工夫
した点

表彰対象
団体名

標題

① ②

③
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業績表彰応募用紙(団体)

所属

職名

氏名

□ ■ ■ □ □ □

取組を表す図や表、写真、成果物など

取組概要

働き盛り世代を対象とした取組として、令和４年11月に「ischool」を立ち上げ、令和５年
度から本格実施。「子どもと学ぶ」「生駒のまちを知る」「新しい自分に出会う」等のカテ
ゴリー別に多様なテーマの講座を行い、学びと交流の機会を創出している。講座の実
施にあたっては、市民からの企画提案や教育機関、市民団体、庁内他課等、多様な主
体との協働により行っている。

取組効果

・「すぐーる」での発信によりターゲット層の参加が多数得られており、子どもと一緒に学
ぶことで保護者の学び（新たな情報や知識の習得、価値観のアップデート等）につな
がっている。
・各講座では市内の団体や取組の紹介等を通して、受講者の新たな活動や挑戦への
後押しをしたり、日々の暮らしや生き方の選択肢を広げるきっかけづくりとなっている。

創意・工夫
した点

・対象世代のニーズや関心の高いテーマ選びを行うとともに、「楽しそう！」と思ってもら
えるよう、毎回学びの中に興味を持ってもらえる要素を取り入れている。
・開催日を土日とするほか、オンラインも活用し現役世代がより参加しやすくしている。
・WEBサイトを開設し、実施レポートを含めて学びの内容を積極的に発信している。

推薦理由
学びの場づくりにあたって、多様な主体との協働のスタイルを確立しながら、これまで
生涯学習の事業に参加の少なかった働き盛り世代に積極的にアプローチし、30～40代
の市民の受講につながっている。

その他
参考事項

・実施した講座数（R4.11～R5.12）：計２７講座　※R6.1～3に７講座を実施予定
・受講者数（R4.11～R5.12実施）：計７０１人　（参加率（対定員）：１００％）
　　※別途R4.11～12にオープニングイベント（講演会）を2回開催、参加者計493人
・受講後「生活に活かしたいことがあった」の回答率：７４．５％

項目 内容

標題 働き盛り世代の学びの場「ischool」の展開

評価事業種別 発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献 その他 （　　　　　　　　　　　　　）

表彰対象
団体名 生涯学習部　生涯学習課　生涯学習係 推薦者

生涯学習課

課長

清水　紀子
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業績表彰応募用紙(団体)

所属

職名

氏名

□ ■ ■ □ □ ■評価事業種別

取組概要

取組効果

創意・工夫
した点

表彰対象
団体名

標題

推薦理由

その他
参考事項

項目

障がい者スポーツでは、施設のバリアフリー化などハード面の取り組みは一定進んで
はいるが、活動支援などのソフト面の取り組みは、全国的に見てもあまり進んでいない
現状である。
その中で、体つくり運動プログラムは、、障がい児の継続したスポーツ活動を目指し
て、参加者一人ひとりに寄り添った内容の事業として実施している。

障がい者スポーツ事業は「できるがみえる」や「スポパ」など親しみやすいネーミングも
相まって、スポーツを身近なものと感じてもらうことができる事業として、参加者や関係
者から好評を得ている。また、実施にあたっては、スポーツ推進委員や障がい者支援
団体、市内総合型地域スポーツクラブ、スポーツ施設指定管理者などと連携し、参加
者にとって安全で気軽に楽しめる内容としている。

子どもたちのもっと！遊びたい！動きたい！〇〇したい！を叶えるため、運動に対す
る主観的な自己評価の向上を図り、他のスポーツへの参加意欲を向上させることを目
標に、特別支援学級の児童を対象とした学校生活で頻度の高い“跳ねる”“投げる”
“蹴る”の３つの動きを小集団で実施する「体つくり運動プログラム“できるがみえる”」
を、作業療法士などと構築するとともに開催し、障がい児のスポーツにふれあうきっか
けやスポーツ活動の支援を行った。

参加児童の保護者を対象にアンケートを実施し「できないと思っていた運動ができるこ
とがわかった。」など好評を得ており、障がい児のスポーツ活動へのきっかけづくりと
なっている。

事業の実施に際し、障がい者団体や障がい者支援団体へヒアリングなどを行うこと
で、具体的なニーズの把握を行った。
また、作業療法士や理学療法士などの専門家の協力を得て、参加者一人ひとりに対
してフィードバックを行うなど、参加者や保護者に効果の見える内容とした。

　生涯学習部

　部長

　八重　史子

　障がい児の体つくり運動プログラム“できるがみえる”の構築と実施

推薦者　生涯学習部　スポーツ振興課

発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献 その他 （　地域スポーツの推進　）

取組を表す図や表、写真、成果物など内容
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業績表彰応募用紙(団体)

所属 所属

職名 職名

氏名 氏名

■ □ □ □ □ □

推薦者
表彰

対象者

標題

評価事業種別 発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献 その他 （　　　　　　　　　　　　　）

取組を表す図や表、写真、成果物など

取組概要

取組効果

創意・工夫
した点

推薦理由

その他
参考事項

項目 内容
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業績表彰応募用紙(個人)

所属

職名

氏名

■ □ □ □ □ □ （　　　　　　　　　　　　　）その他

項目 内容 取組を表す図や表、写真、成果物など

該当事業種別 発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献

取組概要

取組効果

創意・工夫
した点

推薦理由

その他
参考事項

           

標題

表彰
対象者

所属

職名

氏名

推薦者
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業績表彰応募用紙(個人)

所属

職名

氏名

■ □ □ □ □ □

標題

表彰
対象者

所属

職名

氏名

推薦者

取組概要

取組効果

創意・工夫
した点

推薦理由

その他
参考事項

（　　　　　　　　　　　　　）その他

項目 内容 取組を表す図や表、写真、成果物など

該当事業種別 発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献
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業績表彰応募用紙(団体)

所属

職名

氏名

□ □ □ ■ □ □評価事業種別

取組概要

取組効果

創意・工夫
した点

表彰対象
団体名

標題

推薦理由

その他
参考事項

項目

推薦者

発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献 その他 （　　　　　　　　　　　　　）

取組を表す図や表、写真、成果物など内容
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業績表彰応募用紙(団体)

所属

職名

氏名

■ □ ■ □ □ □

表彰対象
団体名 人事課 推薦者

人事課

課長

井上　博司

標題 障がい者が安定して働き続ける職場を目指して、「ステップアップ制度」を策定・運用開始

評価事業種別 発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献 その他 （　　　　　　　　　　　　　）

取組を表す図や表、写真、成果物など

取組概要

障がいの有無に関わらず、誰もが意欲や能力に合った仕事を通じて活躍できる共生
社会の実現を目指して、障がい者が会計年度任用職員として一定期間働いた後、選
考を経て正規職員（技能職）になることを可能とした「ステップアップ制度」を策定しまし
た。
令和6年4月から、本制度による任用を開始予定です。

取組効果

令和4年度に障がい者を対象とした採用試験で、市役所、図書館、保育園・幼稚園等
での勤務を想定した会計年度任用職員（一般事務補助）を初めて採用しました。
また、今年度ステップアップ制度の条件を満たす9人全員から申し込みがありました。

本市の障がい者雇用率は令和2年度1.8％、令和3年度1.65％、令和4年度2.7％、令和
5年度2.8％と年々上がり、地方公共団体に求められる法定雇用率2.6％を達成してい
ます。

創意・工夫
した点

令和2年度から就労移行支援事業所、県内の養護学校、奈良労働局などに相談しな
がら、個別に就労をサポートする体制を構築。入庁前には障がい状態、自分でできる
対処法、配慮してほしい事項、希望の仕事などを聞き取り配属先を選定しました。入
庁後は外部の障がい者雇用コンサルタントと連携して定期的な面談で業務や生活、
その他悩み事を聞き取るとともに、受け入れ所属の職員とも面談を行い、コミュニケー
ションが取りやすい環境整備を進めています。

推薦理由

障がい者の就労支援体制構築のため、数年にかけて検討をかさね、全国的にも先駆
けてステップアップ制度を構築。県内外の自治体・支援事業者のみならず、国・メディ
アからも注目され、厚生労働省の優良事例として取り上げられる予定の事業であるた
め。

その他
参考事項

全ての事業主に.障がい者雇用率達成義務が課されており、また法定雇用率は今後
段階的に引き上げられる。
　・地方公共団体に求められる法定雇用率

項目 内容

ステップアップ制度任用の概要
対象者：本市で10か月以上任用されており、身体障害者手帳、療育手帳、

精神障害者保健福祉手帳等を有する会計年度任用職員

募集職種:①任期付き短時間勤務の技能職員（任期3年、最長5年）

②任期の定めのない技能職員

※②は、①の任期付き短時間勤務の技能職員として週5日7時間

勤務で1年以上継続的に勤務し、②として任用後に定年退職まで

5年以上勤務できる人が対象。

本市の障害者雇用率の推移

メディア等取材
・奈良新聞（R5.7.21)、毎日新聞（オンライン含む）に掲載

・奈良労働局、厚生労働省職業安定局から「障がい者任用合理的配慮好事例集」

作成のための取材

令和3年3月 令和6年4月 令和8年7月

2.6% 2.8% 3.0%
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業績表彰応募用紙(団体)

所属

職名

氏名

□ □ ■ □ □ □

取組を表す図や表、写真、成果物など

取組概要

取組効果

創意・工夫
した点

推薦理由

その他
参考事項

項目 内容

標題

評価事業種別 発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献 その他 （　　　　　　　　　　　　　）

表彰対象
団体名

推薦者
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業績表彰応募用紙(個人)

所属

職名

氏名

□ □ ■ □ □ □

営繕課

課長

田中　洋

標題 小平尾桜ヶ丘住宅外壁改修工事について

表彰
対象者

所属

職名

氏名

営繕課

主任

藤岡里香

推薦者

取組概要 市営住宅長寿命化計画に基づき、約30年が経過し劣化が進行している市営住宅の外
壁改修工事を行う。

取組効果 今回、外壁改修を行うことにより、今後25～30年程度の使用が可能となる。

創意・工夫
した点

仕上塗材等の石綿含有状況を確認したところ、外壁下地調整材に石綿の含有が確認
されたため、急遽工事内容を見直し工事範囲を縮小し下地処理をすることとした。石
綿の漏えいを避けるため労働基準監督署の指示及び先進的な施工事例を参考に工
法を選定した。

推薦理由 石綿含有が確認されたことにより、大幅な工事費増と工期延長が懸念されたが、適切
な工法選択と内容変更することができた。また、本市で初めての工法を選択している。

その他
参考事項

（　　　　　　　　　　　　　）その他

項目 内容 取組を表す図や表、写真、成果物など

該当事業種別 発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献

20


